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の取り組みについて
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駅視-vision（エキシビジョン）のご紹介

駅の混雑情報を配信することで、列車運行支障時にお客さまご自
身で迂回などの行動選択をしていただく一助とするサービス

駅構内のIPカメラ 画像解析技術

東急線アプリおよびイッツコム・品
川ケーブルテレビのテレビ・プッシュ
サービスの中で画像を配信

※日立様提案書より引用

• 2016年3月～実証実験
• 2016年10月～実施駅を拡大
して正式に開始予定
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画像取得事例／ご意⾒

動静含めて表示させることで、入場規制の有無等を画像で表現できる

実証実験について、沿線のお客さまへのアン
ケートを2回実施
（KOETOMOアンケート、各回約７千名回答）

■取組みが社会的に受け入れられると感じ
る・・・９割

■自駅にあれば活用したい・・・９割
（うち、平常時でも活用できる・・・２割）

運⾏⽀障時事例

改札出場方向にのみお客さ
まが流れている

改札付近にお客さまが滞留

※同一画像ではない

駅視-vision画像

構内カメラ画像
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取得から加工・分析について

駅視-visionの対象カメラは既存の駅防犯カメラ

混雑度情報も「統計情報」として収集
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ファイル形式：静止画ファイル（JPEG）
画像サイズ：VGA（640×480）
フレームレート：5fps

■混雑度データ
・人数(動／静)
・混雑度
・日時

ファイル形式：静止画ファイル（JPEG）
画像サイズ：VGA（640×480）

映像サーバ

防犯カメラ映像とし
て約１週間保存

画像解析により人のいる場所・
動静を認識し、アイコン化

※個人の追跡は実施していない
※解析処理終了後に、カメラ画像を削除

アイコン
画像上書き

新しいアイコン画像が生成さ
れるたびに過去アイコン画像
は削除

システムの中で匿名データ
として取得して、配信
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取り組み上で配慮している点（プライバシーへの配慮・通知）

各駅掲出の通知文

• 無人の背景画像上にアイコンを配置す
ることで人物認識漏れがあっても絶対
に元のカメラ画像は公開されない

• データ取得から公開まで外部からのア
クセスが不可な環境にて実施し、個人
情報ではなく匿名情報として配信

• 加工データは1分おきに上書きが繰り
返され、システム内には直近の匿名
データ1画像のみが保存される

• 駅構内に対象のカメラ位置と使用目的
を明示
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～以下参考～
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実証実験：3月〜9月

3パターンのプライバシ保護で実証実験

■3月～6月までの初期配信画像

①：モザイク方式 ②：塗り絵方式 ③：人物アイコン置換方式

画面全体をモザイク処理
フルカラー

【実施駅】
・武蔵小杉駅
・日吉駅

背景と比較、人物・物体が
存在する箇所を塗りつぶす

【実験駅】
・三軒茶屋駅
・二子玉川駅

人物の動静を判定し、アイ
コンをプロットする

【実験駅】
・溝の口駅
・あざみ野駅
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実証実験：3月〜9月

配信画像の改良
■６月～９月改良した配信画像

①：モザイク方式 ②：塗り絵方式 ③：人物アイコン置換方式

【改良内容】
・モザイク処理は人物のみ
・人物のモノクロ処理

【改良内容】
・輪郭(エッジ)処理の追加

【改良内容】
・混雑度ゲージ追加

アンケートでは、③人物アイコン置換方式が1番⾼い⽀持率


